
















要約:本研究では、母子に対して病産院から地域まで包括的、継続的に支援することの可

能性を検討することを目的とし、病産院の施設で働く看護管理者である看護部長及び助産

婦が、新生児訪問指導に対してどのような意識を持っているかを調査した。その結果、管

理者の 50%が“条件が整えば実施可能"とし、85.5%の助産婦が、施設内助産婦による新生

児訪問を必要とする意識をもっていた。また、将来の新生児訪問を可能にする条件として、

助産婦の増員や施設側、特に管理者の理解などが主なものとして挙げられた。


